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Categorified skew Howe rep. Categorified sym. Howe rep.
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図の実線はこれまでの研究で得られた結果. 破線は今後取り組む研究対象.

応募者は Khovanov-Lauda-Sussanと構成した A1型変形Webster代数W (s, k)の一般
化に取り組み, 一般型変形Webster代数W gをKhovanov-Lauda-Rouquier代数の部分代
数として導入した. 参照: arXiv:2203.15964. Khovanov-Lauda-Rouquier代数は p-DG構
造を持つので, 一般型変形Webster代数W gにも自然に p-DG構造が考えられる. 今後は,

この一般変形Webster代数W gを基にして, 量子群Uq(g)とその表現から得られる結び目
の量子不変量を精密化する結び目ホモロジー不変量の構成や３次元多様体の量子不変量
を精密化する３次元多様体ホモロジー不変量の構成に取り組む.

具体的には以下のことに取り組む.

研究計画
(1) A1型変形Webster代数の場合には、対称積 Sk(C2 ⊗Cm)上の互いに可換な左Uq(sl2)

作用と右Uq(glm)作用から導かれる表現の構造をA1型変形Webster代数の両加群圏に構
成した. An−1型変形Webster代数の場合にも、対称積 Sk(Cn ⊗Cm)上の互いに可換な左
Uq(sln)作用と右 Uq(glm)作用から導かれる表現
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の構造をAn−1型変形Webster代数の両加群圏に構成できることが期待されるので,これ
に取り組む.

(2) Khovano-QiによってKhovanov-Lauda-Rouquier代数などに導入された p-DG構造を
用いて、代数が持つ変形パラメータが 1の冪根の場合の表現論を圏化できることを期待し
ている. Khovanov-Lauda-Rouqier代数が p-DG構造を持つことから, Khovanov-Lauda-

Rouqier代数の部分代数として定義した一般型変形Webster代数W gにも p-DG構造を自
然に導入できる. この p-DG構造を用いて, 冪根の量子群の表現の構造の圏化に取り組む.

(3) 上記 (1)(2)は対称テンソル積に現れる構造を圏化する研究であった. 同様のことが反
対称テンソル積の場合, つまり行列因子化の圏HMFの場合にも構成できることが期待さ
れるので, これに取り組む.


